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アカシア探険隊
ＭⅠ・2014（夏）　

〜元通産省次官潜入の巻〜

43回　児玉　幸治 氏
～広島ASEAN協会　　

　会長～

P r o f i l e甲：あんたに頼みたいことがあるんじゃけ
どね。
加：はっ？何でしょう？！
甲：前から言っとったじゃろ、ほら。
加：何でしたっけ！？（とぼけてみる）
甲：あなたの将来を思って色んな先輩に
会って話を聞かせてもらいませんか、っ
ていう件じゃけど。
加：・・・（あっちゃ～まぢかいな～）
甲：そう。じゃ、よろしくね。
　～～～ 数日後～～～
甲：東京往復の手配をしたんじゃけど、石
井泰行名誉会長（43回）が「同期の児玉く
んに会って広島ASEAN協会について聞
いて来んさい」と仰ってね。
加：えっ？そうなんですか！？ 
甲：児玉さんはアカシアから次官になった
７人の先輩の１人で、元通産省事務次官
をされとった人なんよ。
加：ひぇ～（いきなりそんなぁ。。。）
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
　と、言うことで今回は、63回の甲斐と80
回の加用のコンビで、元通商産業事務次
官、広島ASEAN協会会長、一般財団法
人機械システム振興協会会長である43回
の児玉幸治さんにお話しをうかがってき
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
甲：本日は大変にお忙しい中、お時間を
取って頂きありがとうございます。
児：こちらこそ。私でも良いんですか。
甲：はい。今年の４月に広島に設立された
広島ASEAN協会について、是非とも話
を伺って来るように、と石井名誉会長が
ご推薦くださいました。
児：そういうことらしいね。それについて
は詳しいことを記事になったものがある
よ。『月刊経済春秋』の８月号を読んで
もらえたら大体のことは書いてあるか
ら。
甲：それは存じませんでした。不勉強です
みません。
児：広島ASEAN協会の会長は、実は石井
くんに頼まれた話でね。通産省にいたか
ら海外との付き合いも経験豊富だろうか
ら、これまでの経験を活かして少しは地
元に恩返しをしてもらえないだろうか、
と言われてね。
甲：へぇ、そうなんですか。
児：東京にいる人間が会長だったら具合が
悪いだろうと答えたら、会議だとか諸々

は彼が会長代理として動くから君にぜひ
ともと言うもんだからね。
甲：同期だから仲が良いんですね。
児：ところが彼が代行できない状況に
なったから、この４月にリーガロイヤル
でやった総会へ会長として出席してきた
んだよ。
甲：なぜ今ASEANなんですか。
児：そもそもASEANは、1967年にタイ、
インドネシア、シンガポール、フィリピ
ン、マレーシアの５か国が集まって「バ
ンコク宣言」で設立されてね。今や東南
アジア地域の10か国が参加しており、こ
の10年間の経済成長はとても目覚まし
く、今後も潜在力が注目されているんだ。
加：経済的な成長が魅力なんですね。
児：そう。昔はゆるやかな諸国連合だった
けど、設立からもう40年だからね。少し
ずつ前に進んできていたのが、来年は共
同市場を作ることになっている。経済を
中心としてASEAN諸国の共同体化が進
んでいくだろうから。だから貿易や投資
においても全体として、コモンマーケッ
トとして、どう付き合っていくのか、が
今からは大切になる。とてもタイミング
良かったと思うよ。
甲：広島の他にもありますか？
児：福岡くらいかな。実はね、日本ASEAN
センターというのが、東京の芝交差点の
ところにあって。ここ（財団法人機械シ
ステム振興協会）から目と鼻の先なんだ
よね。これはASEANが日本向けに宣伝
広報のために作ったセンターでね。その
センターの人たちも、日本側が主体と
なって、しかも地元に密着した組織が
作られたということは大変に喜んでも
らっているんだよ。

甲：既に一対一でのお付き合いがあるとこ
ろもありますね。
児：そう。フィリピンやベトナムやインド
ネシアなんかはあるよ。そういう今ある
ところには、今までどおりやってもらう、
でもラオスやミャンマーなどは協会がサ
ポートする、といった棲み分けをする。
でも今からはASEAN全体とのお付き合
いを考えていくことが必ず必要になるか
ら、できるだけ広島に情報を流したり、
広島で講演したい人を派遣したり、様々
に応援していこうとしているんだよ。
甲：ASEANの人々は、日本や日本人に対
してどんな印象を持っているんですか。
児：基本的には親日だね。たとえばベトナ
ムの人に言われたのは、日露戦争で日本
がロシアに勝ったことが我々をとても勇
気づけてくれた、とね。何しろベトナム
は中国と千年以上も戦争をやっているん

だから。アメリカだってフランスだって
最後には退けた国なんだよ。たとえ海で
は負けても地上戦では絶対に負けないと
彼らは自負しているからね。

甲：日露戦争の勝利は、ロシアからの圧力
を受けていた国だけではなく、沢山の有
色人種の国家から日本への共感を得られ
るきっかけになりましたね。

児：日本からASEANへの投資は既に行わ
れている。これからはASEANから日本
への投資も呼び込みたいね。それと観光
客にも来てもらいたいな。

甲：広島には世界遺産もあります。
児：そうなんだよ。ユネスコの文化遺産が
あって、美味しい食べ物があって、そし
て雪が降る。

甲：雪ですか。
児：そう。シンガポールでは雪が降ること
がないから日本へ雪を求めて来る人も多
いんだよ。広島にはスキー場もあるから、
いいと思うんだ。

加：それは若い学生さんを受け入れている
団体で聞いたことがあります。

児：他にも留学生の受け入れね。大分には
学生の半分が留学生という立命館アジア
太平洋大学があるでしょう。広島でも是
非やってもらいたいな。留学した人が広
島を好きになり、広島に定住して母国と
の架け橋を繋いでくれたら、将来のため
にも素晴らしいよね。

甲：日本からASEANに出て行く人も増え
ますかね。

児：６～７億人という巨大マーケットだか
らね。経済的には魅力的だよ。政治的に
統合というのはまだ難しいだろうけど
ね。

　昭和９年５月９日生まれ、昭和28年広島
大学附属高等学校卒業、昭和32年東京大学
法学部卒業、通商産業省入省、大臣官房総
務審議官、機械情報産業局長、産業政策局
長等歴任の後、平成元年事務次官に就任、
平成３年退官。商工組合中央金庫理事長、
財団法人日本情報処理開発協会会長などを
歴任の後、平成19年より㈶機械システム振
興協会会長。
　その他、東京ドーム監査役など多くの公
職を兼務されており、本文で紹介の公益社
団法人日本オーケストラ連盟理事長、広島
ASEAN協会会長。
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加：私の同期では東南アジアで同期会をす
る人たちがいます。
児：へぇ～素晴らしいことだね。海外に出
ている人がたくさんいるんだね。
加：東京と広島のアカシア会で学年幹事を
務めた時に同期のfacebookが立ち上がり
ました。そこで色々と情報交換したり同
期会の様子をお知らせしています。そう
した中には海外で集まったという報告も
あります。いつぞやかシンガポールでの
同期会では日本からもツアーを組んで出
向いた同期会もありましたよ。
児：いいことだね。どんどんやってもらい
たいね。

児：広島というのは世界中で一番知名度が
高いからね。この広島という呼び名には
三通りあってね。以前広銀の頭取、会長
をやっておられた橋口さんがよく言って
おられたことだけど、カタカナで書く「ヒ
ロシマ」と、ひらがなで書く「ひろしま」
と、漢字で書く「広島」。
甲：それぞれ意味が違うんですか。
児：そうだよ。カタカナの「ヒロシマ」は
原爆投下以降のことで、平和祈願の意味
合いを帯びたりする。漢字の「広島」は
明治以降の広島。
甲：時代的な意味合いですね。
児：そう。そしてひらがなの「ひろしま」
は本当の広島の人たちの暮らしを反映し
ている。おだやかな気候や人々をあらわ
している。
甲：湯﨑知事（英彦・75回）が「ピースアー
チひろしま」や「ワールドピースコンサー
トひろしま」などよく使われていますね。
児：音楽センターやコンサートといった文
化的な側面から世界と繋げていこうとい
う時なんかもそうだね。
加：児玉先輩は日本オーケストラ連盟で理
事長をされていますね。
児：そうなんだよ。いま全国で33のプロの
オーケストラが加盟していてね。もちろ
ん広響も入っているよ。2002年から文化
庁と一緒にアジアオーケストラウィーク

というのをやっていてね。アジアのオー
ケストラを招いて、初台にある東京オペ
ラシティのホールで耳の肥えた人たちに
聴いてもらえる公演をしたり、オーケス
トラ楽団員のための研修プロジェクトも
やっている。今年からはASEANも含め
たアジアの太平洋地域へ日本から講師を
派遣して指導したり情報交換や交流を一
層深め、お互いの発展を図りながら世界
平和に貢献できるようなこともしていく
よ。

甲：アカシアの中にも活躍された先輩方が
たくさんおられましたね。

児：そうだね。川瀬洋くん（43回・チェロ
奏者・故人）だとか、林（有松）洋子さん
（43回・バイオリン奏者）。第二次世界大
戦の前後は優秀な人たちがたくさんいた
よ。校舎はボロボロなのに専用の音楽教
室があった学校なんて他にはなかったん
じゃないかな。

甲：その頃に生徒が楽器を持っている写真
を見たことがあります。

児：他にも日本音楽財団でも理事を務めて
いてね。そちらでは世界でも最高クラス
のストラディヴァリウスとグァルネリの
弦楽器を５年間ほど若手有望音楽家に無
償貸与して育成をしているんだ。東日本
大震災の後で財団が保有する楽器一挺を
オークションに出してね。落札金で被災
した学校に楽器を購入して提供もしたり
しているよ。

甲：ここ数年でストラディヴァリウスなん
かはかなり高騰してるようですね。

児：数が限られているからね。避寒地とし
てASEANの国々に行くのもいいんじゃ
ないかな。沖縄やグアムやサイパンだけ
じゃなくてね。マレーシアでもインド洋
側に良いところがたくさんあったりする
よ。

甲：ASEAN諸国というとベトナム戦争や
ミャンマーの軍政、カンボジアの内戦と
いったことで、負のイメージが多く感じ
られるのですが。

児：近年はそういったイメージを払拭して
いるし、中国との対抗上という事ではな
く、日本にとっても、広島にとっても、
大事にお付き合いすべき地域だと言える
んじゃないかな。

甲：最後に、まず附属の在校生に何かひと
言を頂戴できますか。

児：昔から附属の校風というのはとても素

晴らしいよね。ものにこだわらず、伸び
伸びと好きなことをとことんまでやらせ
てもらえる環境だから。今は難しい世の
中になってきていると思う。どうか良き
伝統を大切にして殺してしまわないよう
に。伸び伸びできるのはかけがえのない
ことだから、どうか自分を大切にしても
らいたい。
甲：この会報をご覧になっている会員の皆
さまにもひと言をお願いします。
児：縁あって90～100周年にかけて東京ア
カシアの会長をやらせてもらった時に
思ったんだけど。仕事をしている若い会
員の人たちはみんな忙しいよね。ポジ
ションが上がって40才を過ぎた頃になる
と部下に任せられることも増えてくる。
で、40半ばになると昔が懐かしくなって
仲間に会いたくなって会うようになる。
でもね。もっと若い20代や30代の人たち
も時間をみつけて集まるようにした方が
いいと思うんだ。異なった価値観に触れ
たり異分野の知見を広げることは、何よ
りも本人のためになることだから。
甲：そうですね。若い人にもたくさん参加
してもらいたいですね。
児： 40の頃に60の先輩を見た時には「わぁ
～」って思っていたものだけど、自分が
いざ60になってみると案外と若いなと
思ったな。それが今では80になっている
んだから信じられないよね。20代の頃に
は想像がつかなかったよ（笑）周りを見れ
ば90代で元気な人がたくさんいるよ。彼
らはみんな好奇心にあふれているし、社
会に関心を持っているし、自分の好きな
ことを続けている。だからストレスがな
くて年をとらないんじゃないかな。そん
な風にいきたいね。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
甲：無事、隊員第２号が誕生したのぉ。
加：はめられたんかなぁ…。

編集：加用雅信（80回）
文責：甲斐　稔（63回）

左から児玉氏（43回）、加用（80回）

合唱班第８回定期演奏会
日時：2014年8月3日（日）
開場：14：30　開演：15：00
場所：広島大学附属中・高等学校講堂
曲目：「ルネサンス期イギリス世俗曲集」より、
　　　まどみちお作詩／鈴木憲夫作曲　混成合唱組曲「地球ばん

ざい」、「桜の季節」、「落葉松」ほか

管弦楽班　第38回　定期演奏会
～母校定期演奏会のお知らせ～　入場無料！お気軽にお越しください。

日時：2014年８月９日（土）　開場：16：30　開演：17：00
場所：広島国際会議場フェニックスホール（平和公園内）
曲目：グラズノフ　交響曲第６番、グノー「ファウスト」よりフィナーレ・

フリネの踊り、A.メンケン 映画「リトルマーメイド」より 他
※ 会場に駐車場はございませんので、付近の一般駐車スペースにお停め頂
くか、市内電車などの公共交通機関をご利用下さい。

管弦楽班ウェブサイト　www.fuzokukangen.com


